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【動機】

天体観測をするとき、予報は必ず当たるわけではないので、雲がなくなるのを屋外でひたすら待
つことになり休憩も取れない。自動でリアルタイムに現地の雲量を通知するアプリはない。そこ
で私達がそのシステムを実現させれば、気軽に観測したい人がタイミングを逃さず観られると考
えた。

【方法】

雲の有無、種類によって下向き赤外放射の量が変化することを利用し、RaspberryPiを用いた赤外
放射温度計により、天気変化の傾向を判断する方式を採用した。判断した結果は、Pythonによる
プログラムによって部員のスマートフォンのLINEアプリに通知できるようにした。

【結果】

夜間の空の放射温度と雲量を３日間測定した結果、空の放射温度と写真による雲量はよく対応し
ていた。また、雲量が変化したタイミングをとらえ、LINEによって通知することができた。今回
、10回中9回正しい結果を発信でき、システムとしてはある程度、成功したといえる。

【まとめ】

今回の我々のシステムによって、夜間の雲量の相対的な変化傾向をつかみ、リアルタイムで通知
することが可能であることが分かった。とはいえ、その瞬間の絶対的な雲量をただちに知ること
は難しい。それは、空の放射温度を決めるのは雲量だけでなく、空気中の水蒸気量などの要因も
関係するからである。

【展望】

今後は、ある瞬間の絶対的な雲量をただちに知ることのできるシステムを実現させたい。そのた
めに、空の放射温度、空気中の水蒸気圧、気温減率のデータをそろえ、それらの関係性を検討す
る。今回は水蒸気圧が高い夏に測定を行ったため、様々な条件のもとで測定を行いデータを充実
させたい。
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